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βラクタマーゼ

βラクタム系抗菌薬を
分解する酵素。

βラクタマーゼ阻害薬

βラクタマーゼに結合して無力化し、
抗菌薬の分解を阻害する。

PBP

（ペニシリン結合タンパク）

細菌の細胞壁をつくる酵素。

分解された抗菌薬

βラクタマーゼ阻害薬配合抗菌薬とは？
細菌の中には、抗菌薬から身を守るために「βラクタマーゼ」という酵素を産生する細菌

が存在します。
これらはβラクタマーゼ産生菌と呼ばれ、「βラクタマーゼ」によってβラクタム系抗菌薬

を分解して、抗菌薬の作用を弱めます。

βラクタマーゼ阻害薬配合抗菌薬は、βラクタマーゼ阻害薬がβラクタマーゼによる抗菌薬
の分解を阻害するため、幅広い細菌に対して十分な殺菌効果を発揮します。

下の図は、βラクタマーゼ産生菌における通常のβラクタム系抗菌薬とβラクタマーゼ阻害薬
配合抗菌薬の作用の違いを模式的に示しています。
通常のβラクタム系抗菌薬は、βラクタマーゼによって分解されるためPBP（ペニシリン結合
タンパク）に結合できず、十分な殺菌効果を得られません。
一方、βラクタマーゼ阻害薬配合抗菌薬では、分解阻害成分であるβラクタマーゼ阻害薬が
抗菌薬の分解を阻害するため、抗菌成分がPBPに結合して細胞壁の合成を阻害し、殺菌効果
を示します。

βラクタマーゼ産生菌
・黄色ブドウ球菌 ・大腸菌
・インフルエンザ菌 ・肺炎桿菌
・緑膿菌 ・肺炎球菌 など

※原図イラストを基に生成AIで3D画像化しています。

βラクタマーゼ産生菌におけるβラクタム系抗菌薬とβラクタマーゼ阻害薬配合抗菌薬の作用の違い



当院で採用されているβラクタマーゼ阻害薬配合抗菌薬

商品名

有効成分

●βラクタム系抗菌薬

●βラクタマーゼ阻害薬
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タゾピぺ

●ピペラシリン

●タゾバクタム
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ザバクサ

●セフトロザン

●タゾバクタム
〇 〇 〇 〇

スルバシリン

●アンピシリン

●スルバクタム
〇 〇 〇 〇

ユナシン

●アンピシリン

●スルバクタム
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

オーグメンチン

●アモキシシリン

●クラブラン酸
〇 〇 〇 〇 〇 〇

クラバモックス

●アモキシシリン

●クラブラン酸
〇 〇 〇 〇 〇 〇
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※小児用

※添付文書に掲載されている適応菌種のみを掲載しています。

〇＝適応あり
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